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兵藤 守  内閣府 科学技術・イノベーション担当 

 

４．議題 

  1. ＳＩＰの概要及び各種規程について  

2. 推進委員会の設置、運営要領および構成員について 

3. 研究開発計画について 

4. ワーキンググループの体制、運営要領および構成員について 

5. 研究者公募の方法、審査基準等について 



6. 今後のスケジュール 

7. その他 

 

５．配付資料 

  資料１－１－１ ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）の概要 

資料１－１－２ 科学技術イノベーション創造推進費の基本方針 

資料１－１－３ 平成２６年度ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）の実施方針 

資料１－１－４ 戦略的イノベーション創造プログラム運用指針 

資料１－２－１ ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）推進委員会の設置について 

資料１－２－２ 自動走行システム推進委員会運営要領 

資料１－２－３ 利益相反の考え方について 

資料１－３－１ 自動走行システム研究開発計画 

資料１－３－２ ＳＩＰ（戦略的イノベーション創造プログラム）の事前評価結果（抜粋） 

資料１－４－１ 自動走行システム推進委員会・ワーキンググループの設置について 

資料１－５－１ 関係各省庁における公募の検討状況について 

資料１－５－２ 「自動走行システムの実現に向けた諸課題とその解決の方向性に関する調査・ 

検討」の進め方について 

資料１－６－１ 今後のスケジュールについて 

 

別紙１ 自動走行システム推進委員会構成員名簿（案） 

別紙２ 自動走行システム推進委員会・システム実用化ＷＧ構成員名簿（案） 

別紙３ 自動走行システム推進委員会・国際連携ＷＧ構成員名簿（案） 

別紙４ 自動走行システム推進委員会・次世代都市交通ＷＧ構成員名簿（案） 

 

６．議事要旨 

1. ＳＩＰの概要及び各種規程について  

 資料１－１－１，２，３，４に基づき、総合科学技術・イノベーション会議等での決定事項

を事務局より説明 

 資料１－１－４ 「７．（１）知財委員会」における記載内容の解釈について、本テーマは、

各省庁の直執行による事業を進めるため、それぞれの省庁における知財管理方法を基本とす

るが、共有すべき事項等が発生した場合は、推進委員会にて取り扱う 

2. 推進委員会の設置、運営要領および構成員について 

 資料１－２－１，２，３に基づき、推進委員会の設置、運営要領を事務局より説明 

 資料１－２－３では、利益相反抑止のために考慮すべき事項を事務局にて整理したこと、さ

らに、議事内容により会議を非公開とする場合もあること（資料１－２－２）を説明 

 本件について、以下の通り質疑があった 

 利益相反は悩ましいが大切な問題。施策を進めながらうまくまわしていきたい 

 具体的な例で議論する必要があるだろう。たとえば、構成員が受託者になった場合はど

うなるのか、受託後に構成員として加わって、外から“内輪でやっている”と指摘され

るようなことにならないか 

→現時点で構成員を見送って頂いているなど、受託後に加わって頂く方が生じる可能性

は実際にあり得るが、不透明にならないよう配慮して進めたい 

3. 研究開発計画について 

 資料１－３－１，２について、事務局より簡単に説明 

4. ワーキンググループの体制、運営要領および構成員について 

 資料１－２－１に基づき、各ＷＧの設置、推進委員会構成員が事前の申し出により各ＷＧに



出席できること等を説明 

5. 研究者公募の方法、審査基準等について 

 関係各省庁より、資料１－５－１に基づき公募検討状況を説明したのち、葛巻構成員より資

料１－５－２に基づき、詳細検討がこれからとなっている施策をどのＷＧでどう進めるか等、

検討内容の提案がなされた 

 これらについて、以下の通り質疑があった 

 研究開発計画（資料１－３－１）８ページにも書かれた社会受容性、一般ユーザの理解

を得る体制をいつどのように作ろうとしているのか。厳しく言うと、モーターショーな

ど主催者側が一般の人の参加を期待しているイベントは、実態はクルマ好きの人のため

という色合いが強い。こういった場で機会をもつことだけで自己満足にならないように

してほしい 

→ＷＧにて具体的にどう取り組むか考えていきたい 

 研究開発計画１０，１１ページに書かれた各省庁施策との関係性を明確にすることを期

待。内閣府は本来、インテグレーションを行うべきだが、計画を見ると小粒で雑多なテ

ーマに取り組もうとしている印象。関係者には全体のシステム統合という意識をもって

しっかり取り組んでいただきたい。このプロジェクトは今後の R&D マネジメントのモデ

ルになると期待。 

→各ＷＧでは全体の統合化をしっかり考えるようお願いしたい 

 本テーマでは、東京オリンピック・パラリンピックを一里塚に都市のあり方を議論しよ

うとしている。交通弱者への対応を進めることはすばらしいことである。一方、メガシ

ティ東京を考えたときに、一般の人が街全体としての豊かさをイメージできるような絵

が必要ではないか。自動走行はその手段の一つ。東京が先陣を切って課題を解決してい

くためには全体像が必要 

→東京の将来、そのイメージを示すことは重要。我々はオリンピック・パラリンピック

をひとつのきっかけとはとらえているが、それには必ずしも関係なく常にそういった問

題意識は有している。 

 自動走行だけに目が行っているのではないか？エアバッグの高度化等、その他の手段で

も事故被害をおさえることができる、ということも考えるべきではないか。現行のＡＣ

Ｃのポテンシャルも相当高い。人間を支援する観点での取組も必要 

→行政として最低限考えることは、規制が民間等の取組を阻害しないこと。今時点で阻

害要因となる事項はないと認識しているが、そういう環境をしっかり作っていきたい 

→ＳＩＰの目標は国家目標を達成すること。自動車だけで実現できるものではないと承

知している。自動走行システムだけではなく、衝突安全やＶＳＣなどのクルマの対策、

さらには人や交通環境の対策がどのくらい効果があるのかを定量的に語れるようになる

ことは重要と考えており、それに取り組んでいきたい 

 

6. 今後のスケジュール 

 資料１－６－１に基づき、推進委員会を毎月開催する予定であること、各ＷＧを主査の判断

により適宜開催することを事務局より説明 

 

以上 


